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【要  旨】  
PTSD を発症した成人女性に Prolonged Exposure therapy (PE)を実施し、治
療経過における PTSD 症状とうつ症状の変化の関係性を検討すること、また
intimate partner violence  (IPV)群と not intimate partner violence (NIPV)
群における変化の関係性に相違があるのか検討することを目的に研究を行った。 
対象は PTSD を発症した女性患者（DV 被害：15 名、その他の被害：11 名）と
し、得られた 26 名のデータについて単回帰分析と PATH 解析を実施した。  
単回帰分析においてうつ症状の減少が認められ、PATH 解析では PTSD 症状
の減少がうつ症状の変化に関係していることが示唆された。 IPV 群と NIPV 群
に分けた分析では NIPV 群でのみ同様の結果となった。  
IPV 群と NIPV 群における ‘うつ ’の状態は症状だけを単独で評価したのでは
把握しづらい相違が存在している可能性が示唆された。 IPV 群では治療終結後
もうつ病治療が課題として残る可能性については十分予測されるべきあり、PE
治療の効果的なタイミングやうつ症状に対する既存あるいは特化した治療アプ
ローチの検討、その介入時期と介入後の効果などは今後の重要な研究課題であ
る。  
